
皇室をなぜ敬うべきなのか？皇室はなぜ古代から現在までその伝統を守り続けられ

たのか？皇室の側から日本史をみることで、正しい皇室の歴史が浮かび上がってく

る。そして、昨今の皇室をタレントのように扱うマスコミや、戦後民主主義のみで

語られる皇位継承問題、また保守の論壇からも「皇室はこうあっていただかねばな

らない」といった注文を付けてしまう現状。このような皇室を取り巻く混乱に、旧

皇族・竹田宮家出身である気鋭の論者が終止符を打つべく、「正しい皇室への理解」

を語る。
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竹田恒泰（たけだ つねやす）

昭和50年、旧皇族・竹田家に生
まれる。明治天皇の玄孫にあた
る。平成10年慶応義塾大学法学
部法律学科卒業。憲法学・史学
の研究に従事。作家。慶応義塾
大学法学研究科講師、「特殊憲
法学（天皇と憲法）」を担当。
平成18年に著書『語られなかっ

た皇族たちの真実』（小学館）で第15回山本
七平賞を受賞。
ほかの著書に『エコマインド～環境の教科書』
（ベストブック）、『皇室へのソボクなギモ
ン』（扶桑社・共著）「旧皇族が語る天皇の
日本史」（PHP新書）などがある。

TEL

日時：平成20年11月25日 午後4時

場所：生田神社会館４F

〆切：11月15日
：入場無料

参加希望の方は下記の申込用紙をご記
入の上、FAXにて申し込みください。

お問い合わせ

TEL 079－447－0645
記念講演係

曽根天満宮社務所内（曽根 潤）

F A X
送信先


